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月
３
日
、
名
作
「
次
郎
物
語
」

１０
の
著
者
で
あ
り
教
育
者
で
あ
る
、
千

代
田
町�
村
出
身
、
下
村
湖
人
の
生

誕
１
２
４
年
祭
（
下
村
湖
人
生
家
保

存
会
主
催
）
が
湖
人
生
家
な
ど
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

生
家
で
の
式
典
で
は
、
関
係
者
約

１
２
０
人
が
出
席
し
、
湖
人
の
業
績

を
称
え
、
市
内
の
小
中
学
生
対
象
の

「
次
郎
物
語
」
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
と
「
次
郎
の
家
」
ス
ケ
ッ
チ

大
会
の
入
賞
者
表
彰
式
、
次
郎
物
語

読
書
感
想
文
の
朗
読
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

夜
に
は
、
千
代
田
文
化
会
館
で
お

茶
会
や
薩
摩
琵
琶
演
奏
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
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脊
振
小
学
校
５
年
生
（　

人
）
と

１７

中
学
校
１
年
生
（　

人
）
に
よ
る
合

１９

同
の
農
業
体
験
「
稲
刈
り
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
６
月
に
田
植
え
を

し
た
苗
が
、　

月
に
は
立
派
な
稲
に

１０

育
っ
て
い
ま
し
た
。

「
稲
を
さ
く
さ
く
っ
と
カ
マ
で
刈

る
こ
と
が
で
き
て
気
持
ち
よ
か
っ

た
」「
お
米
に
な
る
ま
で
に
は
い
ろ
い

ろ
な
作
業
が
あ
っ
て
大
変
だ
な
あ
と

思
っ
た
」
な
ど
と
感
想
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
体
験
活
動
は
、「
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
」
の
さ
が
体
験
活
動
の
一
環
と

し
て
、
Ｊ
Ａ
さ
が
脊
振
支
所
な
ど
の

指
導
・
協
力
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
収
穫
し
た
お
米
は
、
小
学
校
で

は
、
親
子
料
理
教
室
で
使
用
し
、
中

学
校
で
は
立
志
式
で
使
用
す
る
予
定

で
す
。

 

（
敬
称
略
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・
久
富　

彩
香
（
千
代
田
東
部
小
）

・
長
田　

珠
里
（
千
代
田
中
部
小
）

・
井
原　

佑
介
（
千
代
田
西
部
小
）

・
川
原　

千
鶴
（
千
代
田
中
）

�
�
�
�
�

・
木
村　

友
彦
（
千
代
田
東
部
小
）

・
寺
町　

和
馬
（
千
代
田
中
部
小
）

・
眞�
　
　

瞭
（
千
代
田
西
部
小
）

・
原　
　

菜
月
（
千
代
田
中
）
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・
田
中　

葉
月
（
仁
比
山
小
）

�
�
�
�
�

・
久
富　

友
季
（
千
代
田
東
部
小
）

・
加
藤
菜
々
美
（
神
埼
中
）

・
古
野　

陵
子
（
一
般
）
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９
月　

日
、
神
埼
市
中
央
公
民
館

２０

で
、
大
韓
民
国
霊
岩
郡
王
仁
博
士
生

誕
地
遺
跡
の
調
査
研
究
報
告
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
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９
月　

日
、「
秋
の
交
通
安
全
街

２２

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
神
埼
町
尾
崎

の
コ
ン
ビ
ニ
の
駐
車
場
を
借
用
し
実

施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
神
埼
市
老
人
ク
ラ
ブ
と

西
九
州
大
学
の
学
生
・
職
員
の
協
力

を
得
て
の
初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
や

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
老
人
ク
ラ
ブ
お
手
製

の
麦
わ
ら
帽
子
形
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を

配
布
し
、
安
全
運
転
を
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
呼
び
か
け
ま
し
た
。

約
１
０
０
人
の
市
民
の
方
が
参
加
。

霊
岩
郡
を
訪
問
し
た
松
本
市
長
ほ
か

６
人
に
よ
り
、
霊
岩
郡
王
仁
博
士
生

誕
地
遺
跡
の
調
査
概
要
と
竹
原
の
王

仁
天
満
宮
と
の
関
係
に
つ
い
て
報
告

と
今
後
の
活
用
の
考
え
方
な
ど
を
参

加
者
と
共
に
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

訪
問
団
を
代
表
し
て
松
本
市
長
か

ら
、「
竹
原
の
王
仁
天
満
宮
を
神
埼

市
の
貴
重
な
歴
史
文
化
遺
産
と
位
置

付
け
、
隣
接
す
る
吉
野
ヶ
里
遺
跡
と

共
に
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
資
源
と
し

て
活
用
で
き
れ
ば
」
と
熱
く
語
ら
れ

ま
し
た
。
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９
月　

日
、
中
池
江
川
で
、　

人

１３

８０

（
小
学
生　

人
）
が
参
加
し
、
水
生
植

３２

物
の
ア
サ
ザ
観
察
会
が
あ
り
ま
し
た
。

最
初
に
井
上
英
幸
さ
ん
（
佐
賀
県
植

物
友
の
会
会
長
）
の
ア
サ
ザ
や
オ
グ
ラ

コ
ウ
ホ
ネ
な
ど
中
池
江
川
に
自
生
す

る
貴
重
な
植
物
の
話
が
あ
り
、
城
原
川

エ
ン
ジ
ョ
イ
ク
ラ
ブ
と
神
埼
市
教
育

委
員
会
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指

導
に
よ
り
、
カ
ヤ
ッ
ク
や
カ
ヌ
ー
に
乗

り
込
み
、
中
池
江
川
を
移
動
し
な
が
ら
、

水
上
に
咲
く
黄
色
い
花
を
身
近
に
観

察
し
、
花
の
美
し
さ
や
親
水
を
体
感
し

ま
し
た
。

今
回
初
め
て
カ
ヤ
ッ
ク
を
体
験
す

る
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
し
た
が
、
す
ぐ

に
慣
れ
て
川
に
な
じ
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
子
ど
も
た
ち

の
安
全
安
心
見
守
り
隊
と
し
て
、
神
埼

土
木
事
務
所
や
神
埼
建
友
会
（
友
愛

会
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
技
術
交
流
フ
ォ
ー

ラ
ム
な
ど
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

参
加
し
、
同
時
に
、
神
埼
市
環
境
課
の

協
力
に
よ
り
、
犬
童
橋
〜
浜
水
門
の
間

の
川
の
漂
流
物
や
堤
防
道
路
な
ど
の

ゴ
ミ
を
収
集
し
、
き
れ
い
な
川
に
な
り

ま
し
た
。

さ
ら
に
今
年
は
「
さ
が
科
学
少
年

団
」
の
参
加
も
あ
り
、
観
察
会
終
了
後

井
上
英
史
さ
ん
の
「
さ
が
の
生
き
物
」

の
話
や
「
折
り
紙
飛
行
機
教
室
」
も
開

か
れ
、
参
加
者
に
と
っ
て
楽
し
い
交
流

会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

千
代
田
の
ア
サ
ザ
保
存
会
は
、
今
後

ア
サ
ザ
の
分
布
調
査
や
生
態
調
査
を

行
う
と
と
も
に
、
オ
グ
ラ
コ
ウ
ホ
ネ
な

ど
水
辺
に
存
在
す
る
神
埼
市
の
貴
重

な
植
物
な
ど
に
つ
い
て
も
関
心
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
そ
う
で
す
。
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９
月　

日
、
千
代
田
武
道
館
に
お

２３

い
て
、
第　

回
千
代
田
町
少
年
剣
道

３９

練
成
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

千
代
田
町
内
の
小
・
中
学
生
の
剣

士　

人
が
参
加
し
、
白
熱
し
た
試
合

６１
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

優
勝
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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田
Ａ
チ
ー
ム

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
	



神
埼
市
、
神
埼
市
教
育
委
員
会
は
、

文
化
庁
の
補
助
を
受
け
、
９
月　

日
、

２７

　

日
の
両
日
、
神
埼
市
中
央
公
民
館

２８を
主
会
場
に
市
内
に
残
る
城
館
跡
、

環
濠
集
落
に
つ
い
て
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
内
に
は
、
約　

ヶ
所
の
環
濠
集

３５

落
、
低
平
地
の
城
館
跡
が
あ
り
、
全

国
で
も
珍
し
い
景
観
を
持
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
重
要
な
景
観
を
保
存
、

活
用
す
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
、
ま
た
、
そ
の
重
要
性
、
学
術
的

価
値
を
探
り
ま
し
た
。
２
日
間
で
約

４
０
０
人
の
市
民
や
、
歴
史
愛
好
家

が
訪
れ
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
現

地
見
学
会
で

は
、
横
武
城
、

姉
川
城
、
直

鳥
城
の
城
跡

を
訪
ね
、
現

地
で
の
説
明

に
改
め
て
そ

の
重
要
性
を

感
じ
て
い
ま

し
た
。

�
�
�
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（
敬
称
略
）

・
小
学
生
初
心
者
の
部

　

西
村　

真
由
（
黒
津
）

・
小
学
生
３
年
以
下
男
女
の
部

　

杠　
　

彩
生
（
黒
津
）

・
小
学
生
４
年
男
女
の
部

　

城
野　

佳
奈
（
黒
津
）

・
小
学
生
５
・
６
年
男
子
の
部

　

浜
野　

圭
輝
（
黒
津
）

・
小
学
生
５
・
６
年
女
子
の
部

　

安
永
あ
ゆ
み
（
若
宮
）

・
中
学
生
１
年
男
子
の
部

　

槙　
　

大
輔
（
龍
谷
中
）

・
中
学
生
１
年
女
子
の
部

　

浜
野　

成
美
（
千
代
田
中
）

・
中
学
生
２
年
男
子
の
部

　

山
田　

和
樹
（
千
代
田
中
）

・
中
学
生
３
年
男
子
の
部

　

浜
野　

幸
大
（
千
代
田
中
）

・
中
学
生
３
年
女
子
の
部

　

荒
木　

春
花
（
千
代
田
中
）
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９
月　

日
に
神
埼
市
郡
医
師
会
、

１３

神
埼
消
防
署
、
神
埼
市
の
共
催
で

「
救
急
の
日
」
記
念
行
事
式
典
が
神

埼
市
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
先
立
ち
、
一
般
の
方
で
も

使
用
で
き
る
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生

法
の
講
習
会
に　

人
が
参
加
し
、
真

５２

剣
な
眼
差
し
で
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
約
２
５
０
人
参
加
し
、

神
埼
市
郡
医
師
会
小
森
啓
範
先
生
に

よ
る
「
小
児
救
急
医
療
に
つ
い
て
」

の
講
話
や
消
防
署
か
ら
は
、
今
、
全

国
的
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
救
急
車

の
適
正
利
用
の
問
題
な
ど
の
内
容
の

寸
劇
が
行
わ
れ
、
救
急
医
療
及
び
救

急
業
務
の
必
要
性
に
つ
い
て
再
認
識

し
ま
し
た
。
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秋
晴
れ
の
９
月　

日
、
城
原
集
落

２８

の
親
睦
を
深
め
る
お
祭
り
行
事
「
き

ば
る
さ
い
」
が
公
民
館
広
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
老
若
２
０
０
人
弱
が

集
ま
り
、
歌
っ
て
食
べ
て
飲
ん
で

ゲ
ー
ム
を
し
て
遊
び
ま
し
た
。

平
成
５
年
に
第
１
回
が
開
か
れ
、

そ
の
後
毎
年
継
続
し
て
、
今
回
が
第

　

回
目
。
記
念
行
事
「
わ
が
ふ
る
さ

１５と
城
原
に
つ
い
て
の
子
ど
も
お
と
な

ク
イ
ズ
」
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

今
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
で
採
択
を
受
け
て
い
る
４
団
体
の

う
ち
、
鶴
西
地
区
の
遊
具
、
防
球

ネ
ッ
ト
整
備
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、�
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
費

と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
受
託
事
業

収
入
を
財
源
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
助
成
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な

発
展
を
図
る
と
と
も
に

宝
く
じ
の
普
及
広
報
事

業
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
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秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
を
前
に

池
田
高
芳
さ
ん（
千
代
田
町
）か
ら
、
手

作
り
の
啓
発
看
板
を
、
千
代
田
町
交
通

安
全
協
会
（
石
井
輝
男
会
長
）
に
寄
贈

し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

頂
い
た
看
板

は
、
子
ど
も
た
ち

の
交
通
安
全
に

役
立
て
て
も
ら

お
う
と
、
町
内
の

３
小
学
校
へ
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
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９
月
に
神
埼
市
中
央
公
民
館

の
身
体
障
が
い
者
用
ト
イ
レ
内

に
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ

を
設
置
し
ま
し
た
。

外
出
先
で
お
困
り
の
際
は
、

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
千
代
田
町
保
健
セ
ン

タ
ー
に
も
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
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大
腸
や
ぼ
う
こ
う
の
手
術
に

よ
り
、
人
工
肛
門
や
人
工
ぼ

う
こ
う
を
保
有
さ
れ
て
い
る

方
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

各
地
区
で
は
、
４
月
か
ら　

月
の

１１

間
に
長
寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
の
敬

老
会
行
事
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

月
５
日
、
佐
藤
清
美
さ
ん
（
神

１０
埼
町
）
が
、
平
成
元
年
以
来
神
埼
町

自
衛
隊
父
兄
会
会
長
と
し
て
永
年
活

動
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

９
月　

日
か
ら　

日
、
１
０
０
歳

１７

１８

以
上
（　

人
）・　

歳
（
３
１
３
人
）

３０

８０

を
迎
え
る
方
々
に
神
埼
市
よ
り
長
寿

祝
金
を
贈
り
ま
し
た
。

１
０
７
歳
（
明
治　

年
生
）
の
神

３４

埼
市
最
高
齢
者
の
深
堀
久
千
代
さ
ん

（
千
代
田
町
）
を
は
じ
め
、
１
０
０

歳
以
上
の
方
に
は
、
市
長
が
直
接
訪

問
し
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

歴
史
と
風
土
の
小
冊
子（　

ペ
ー
ジ
）

３０

も
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
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９
月　

日
、
神
埼
市
役
所
で
、
佐

１１

賀
県
聴
覚
障
害
者
協
会
（
中
村
稔
会

長
）
か
ら
、
耳
の
不
自
由
な
方
や
高

齢
者
の
皆
さ
ん
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
と
、
字
幕
放
送
用
の
テ
レ
ビ

チ
ュ
ー
ナ
ー
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
テ
レ
ビ
チ
ュ
ー
ナ
ー
は
、
神

埼
市
役
所
南
新
館
ロ
ビ
ー
に
設
置
し

て
お
り
ま
す
。

千
代
田
中
部
小
学
校
「
高
志
狂
言

ク
ラ
ブ
」
が
９
月　

日
に
、
千
代
田

２３

文
化
会
館
（
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
）
で

発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

高
志
狂
言
保
存
会
の
皆
さ
ん
か
ら

指
導
を
受
け
、
夏
休
み
か
ら
練
習
を

始
め
、
二
学
期
に
な
る
と
体
育
大
会

の
練
習
の
合
間
の
昼
休
み
を
利
用
し

て
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

演
じ
た
の
は
、「
ぶ
す
」、「
太
刀
奪

い
」
で
、
狂
言
の
独
特
の
言
い
回
し

や
、
所
作
を
覚
え
る
の
に
苦
労
し
な

が
ら
、
地
域
の
伝
統
文
化
に
触
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
学
校
の
先
生
や
、
保
護

者
た
ち
が
子
ど
も
た
ち
が
演
じ
る
狂

言
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、　

月　

日
の
高
志
神
社
の

１０

１２

秋
祭
り
、　

月
２
日
の
千
代
田
町
の

１１

文
化
祭
に
も
出
演
し
ま
す
。

昨
年
７
月
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
入
れ

歯
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
（
埼
玉
県
、
三

好
勇
夫
代
表
）
よ
り
入
れ
歯
回
収

ボ
ッ
ク
ス
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

設
置
さ
れ
て
１
年
以
上
が
経
過
し
、

ボ
ッ
ク
ス
よ
り
回
収
し
た
貴
金
属
は
、

重
量
で
は
１,
７
５
３
グ
ラ
ム
、
金

額
に
し
て
２
３
０,
９
８
３
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
部
を
ユ
ニ
セ
フ
や
神
埼
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

入
れ
歯
に
は
ク
ラ
ス
プ
（
金
属
の

バ
ネ
）
が
つ
い
て
お
り
、
そ
の
金
属

に
は
、
金
や
銀
、
パ
ラ
ジ
ウ
ム
な
ど

の
貴
金
属
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
不

要
と
な
っ
た
入
れ
歯
の
多
く
は
、
そ

の
ま
ま
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

市
内
で
は
２
ヶ
所
に
入
れ
歯
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

○
神
埼
市
役
所　

南
新
館

○
千
代
田
総
合
支
所　

入
口

�
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�
�

①
汚
れ
を
落
と
し
、
熱
い
湯
か
入
れ

歯
洗
浄
剤
（
除
菌
タ
イ
プ
）
で
消

毒
し
て
く
だ
さ
い
。

②
備
え
付
け
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ

て
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
。
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月
１
日
、
西
郷
小
学
校
で
「
二

１０
宮
金
次
郎
像
」
の
除
幕
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
小
柳
吉
春
さ
ん
が
（
神

埼
町
）
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
西
郷
小

学
校
玄
関
東
側
の
庭
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

今
後
と
も
「
倹
約
・
勤
勉
・
努
力
」

の
教
材
と
し
て
、
ま
た
、
学
校
・
地

域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
大
切
に
見

守
っ
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

協
業
組
合
三
神
ガ
ス
が
、
創
立　
４０

周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
神
埼
市
市

民
の
読
書
意
欲
の
向
上
と
市
の
文
化

高
揚
に
寄
与
し
た
い
と
し
て
２
０
０

万
円
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

月
１
日
に
梅
野
秀
和
さ
ん
（
神
埼

１０
町
）
が
神
埼
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

前
任
の
高
嶋
委
員
長
は
、
神
埼
市
発

足
か
ら
２
年
６
ヶ
月
に
わ
た
り
、
委
員

長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
長
い
間
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

�
�
�
�
�
�
（
９
月　

日
付
）

３０

　

・
増
岡　

三
鶴
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現在、トヨタ紡織九州㈱は、社会貢献プログラムにおいて『世界のトヨタ紡織グループ工場で№１』を
目指されております。地域に根ざした企業市民として、より広く市民に企業活動を理解してもらうため、
下記の日程で工場見学会が開催されます。多くの市民の方の参加をお願いします。
参加される方は、神埼市役所企画課まで申し込みをお願いします。

����� １１月２４日（月）１３：３０～１５：００
����� 神埼市民　５０人（先着順）
����� １１月１４日（金）
������� 神埼市役所　企画課　�３７�０１０２
※当日は、神埼市役所より無料送迎バスを準備します。参加される方は、神埼市役所（北側駐車場）に
１３：００までにご集合下さい。

なお、５０人を超える場合は、５０人で申し込みを締め切らせていただきますので、早めの申し込みを
お願いします。

�
�
�
�

�
�
�
�



�������������

�������		
��
��� ���������		������������	�
�	

�������

������������

������������������������������	
�������

���������������
��������	
��
�����

����� �����	
�
�������			
�
�������	
���
�
�������	

��

�����������������

�������	
����������������������������	
�������

�������	
�����������������������	
��
�������

�������	
��������
���

���������	
�����������������

������������������������������������	
��
�������

��������������������������������������	
���������

������������������������������	������

�������	
��
�������

��
�
�
�
�
�
	
���
�
�
��
�
�	


�����������������

�������	
��

��������

������������������	
��
��������	
	��
������������

�������	
��

�������	
�	���
��������

������������������	�
���������

���������	
�
��������

��������������������������	
�
���������	�


���������	


�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
�

�

�

�

�

������������������������������

������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

������������
��������	
�
�������	�


���

�������	�

�������	
�

�������	
�

�������	
�

�������	�
�

��������	
�
��

������

���

�������	


�������	
�

�������	
��

�������	
�

�����

�
�
�
�
�
�

�
�
�
　
　

月　

日
（
土
）

１１

２２

午
後
２
時
か
ら
２
時
半

�
�
�
��

神
埼
市
中
央
公
民
館

　

２
階　

和
室

�
�
��

幼
児
か
ら
小
学
生

�������	
��

����　１１月２３日（日・祝）

１０：００～１２：００
����　日の隈公園内　文学碑前
※雨天時　神埼市中央公民館
����　感想文朗読・表彰

西郷小学校５年生による劇
����　吉田絃二郎顕彰会
�������
　神埼市中央公民館　�５３�２３２５

������ �������	
�
　市内の保育・幼稚園児から小・中学生、高校生までの音
楽グループが一堂に会し、バラエティー豊かに合唱や楽器
演奏を披露します。市民の皆さん、ぜひご来場ください。
����　１１月１６日（日）

午前９時から午後３時半まで（予定）
����　千代田文化会館（はんぎーホール）
����　神埼市子ども音楽の集い実行委員会
�������
　　神埼市教育委員会　社会教育課　�４４�２７３１

�����������������

塩川　�０８０�１７２０�６１７４
神埼町保健センター　和室１０：３０～１１：００１１月０４日（火）

マザーグース
神埼市中央公民館　図書室１１：００～１１：３０１２月０６日（土）

嘉村　�５２�９８３１神埼市中央公民館　図書室１０：３０～１１：００１1月 12 日（水）きら☆きら

�������	
��
�

※いずれも終了後、お母さん同士の交流が予定されています。
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��������　神埼市中央公民館　�５３�２３２５

�������	 �����１１月８日（土）
１９：００～２０：００

�����神埼市中央公民館
ロビー

�����二重唱と朗読
・小さい秋みつけた　・かぞえうた
・忘れな草をあなたに　・旅愁　他

�������	


（松田、松永、米倉、平田）
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����� ��������	
��
����� �
��������	
��
�����������������	
��
���������
�������	
�������	

���������	
���
���������������	
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���������	
��
 �
神埼市では、佐賀県のモデル事
業として妊婦歯科健康診査・歯科
保健教室を開催します。
妊娠中はつわりなどで偏食や
間食が多くなり、口の中の衛生状
態が悪化する事が多くなります。
また、女性ホルモンの血中濃度
が高まり、歯周病原因菌が、その
女性ホルモンを利用して増殖す
るため、歯ぐきの炎症が起きやす
くなります。歯周病にかかると
胎児の成長に影響を与えたり、低
体重児出産や早産のリスクが高
まる事が明らかにされています。
唾液を利用した検査で、ご自分
の口の中をチェックしてみま
しょう !!
����　１１月２６日（水）
　受付　午後１時～１時半まで
����　千代田町保健センター
����　歯科健診・歯科保健教

室・歯周疾患判定
����　２０人
������
　１１月２０日（木）まで
（土日 ･祝祭日除く）
�������	
�
　千代田町保健センター
　�４４�２０２１

�
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誰
も
が
安
心
で
充
実
し
た
生
活
が

送
れ
る
よ
う
な
地
域
社
会
を
市
民
皆

さ
ん
で
築
い
て
い
く
た
め
、
市
総
合

計
画
の
基
本
構
想
に
即
し
、
地
域
福

祉
の
推
進
に
関
す
る
事
項
を
一
体
的

に
定
め
る
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の

委
員
会
で
す
。
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市
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
ご
意
見
を
拝
聴
す
る
た
め

の
一
般
か
ら
公
募
す
る
委
員
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
　

２
人

※
委
員
会
は
、　

人
以
内
で
組
織
し

１５

ま
す
。

�
��
�
　

就
任
日
か
ら
２
年
以
内

�����������������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
�����������������������������������������
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左
記
を
全
て
満
た
す
方

・　

歳
以
上
（
応
募
時
）
の
市
内
在

２０住
の
方

・
５
回
程
度
開
催
す
る
委
員
会
に
出

席
で
き
る
方

�
�
�
�
�

　
　

月
４
日
（
火
）
か
ら　

日
（
金
）

１１

２１

ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
、
最
終
日
の
消
印

ま
で
有
効

�
�
�
�
�

「
地
域
で
共
に
助
け
合
う
福
祉
」

と
題
し
た
作
文
（
４
０
０
字
以
内
）

※
直
接
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

�
�
�
�
�
�
�
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神
埼
市
役
所　

福
祉
課

〒
８
４
２�
８
６
０
１

神
埼
市
神
埼
町
神
埼
４
１
０
番
地

�
３
７�
０
１
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
２�
１
１
２
０
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　鳥栖地域事務所　�０９４２�８３�４０７７
神埼市役所　秘書広報課　�３７�００８８

試験日受付期間受験資格募集種目

１２月６日（土）１２月３日（水）１８歳以上２７歳未満の方
（中学卒業でも可能）

２等陸海空士
（男子）
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佐賀県教育週間の一環として下記のとおり市民学校参観を行います。
市民の皆さん、市内小・中学校へ、ぜひお出かけください。
����　１１月４日（火）～１０日（月）（※土・日除く。）

午前９時から午後３時まで（随時参観可能）
����　市内小・中学校１０校
※各学校玄関に受付を準備しています。不審者対策などにご協力ください。

�������　神埼市教育委員会　学校教育課　�４４�２３８４

���������	
�

来
年
の
５
月　

日
か
ら
裁
判
員
制

２１

度
が
始
ま
り
、
本
年　

月
上
旬
こ
ろ

１１

ま
で
の
間
に
翌
年
分
の
裁
判
員
候
補

者
名
簿
が
作
成
さ
れ
ま
す
。

裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
載
っ
た
方

に
は
、
本
年　

月
下
旬
か
ら　

月
上

１１

１２

旬
こ
ろ
ま
で
の
間
に
、
名
簿
に
記
載

さ
れ
た
こ
と
の
通
知
（
名
簿
記
載
通

知
）
が
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

裁
判
員
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http:

//w
w
w
.saibanin.courts.go.jp/

）

で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

佐
賀
地
方
裁
判
所　

総
務
課

�
２
３�
３
１
６
１

国
土
交
通
省
で
は
、
都
道
府
県
、

市
町
の
協
力
の
も
と
、　

月
１
日
、

１２

全
国
各
地
に
お
い
て
「
平
成　

年
住

２０

生
活
総
合
調
査
」
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
全
国
の
家
庭
の
皆
さ

ま
が
、
住
宅
や
住
環
境
に
つ
い
て
の

日
ご
ろ
ど
の
様
に
お
考
え
に
な
っ
て

い
る
か
な
ど
を
伺
う
も
の
で
、
国
や

地
方
自
治
体
の
住
宅
施
策
を
行
う
上

で
重
要
な
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

無
作
為
抽
出
し
た
世
帯
に
調
査
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

月　

日
か
ら　

月
７
日
ま
で
の

１１

２４

１２

間
、
統
計
調
査
員
証
を
持
っ
た
調
査

員
が
、
対
象
と
な
っ
た
世
帯
を
訪
問

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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神
埼
市
役
所　

都
市
計
画
課

�
３
７�
０
１
０
３

�
��
�
�
�
�
	


�
�



��

�

�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�

�
�
�
�

��������	
��


����　１１月１９日（水）

９:００～１２:００

����

　神埼市役所　３�４会議室

�������

　神埼市役所　農林水産課

　�３７�０１０６
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手帳としての機能（各月行事予定表や日
記欄）はもちろん、各都道府県、県内市町
の人口、面積などを掲載した統計編をはじ
め、観光施設の案内や官公庁の所在地、郷
土の歳時記（市町のイベント）、その他、さ
が県民手帳ならではの仕事や暮らしに役立
つ情報を多数掲載しています。
����

　大型（１４.２㎝×９.０㎝） ６５０円
　小型（１０.８㎝×７.５㎝） ５００円
�����　パステルブルー
�����

１１月１７日（月）～１２月１９日（金）
�������	
�

　神埼市役所 企画課 �３７�０１０２
　千代田総合支所 総務企画課 �４４�２１１１
　脊振総合支所 総務企画課 �５９�２１１１
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平成２０年１０月２５日から時間額６２８円になりました。

精皆勤手当、通勤手当、家族手当及び時間外手当は

算入されません。

産業別最低賃金は、別途通知されます。

�������

　佐賀労働局　労働基準部賃金室

　�３２�７１７９




